
2げιζ誡潟 午ι爵を自←墜D'叶じ落問マ剛 (縦垂冬 詢新 」聞

江
戸
時
代
前
期
、
尾
張
藩
は
想
定
外
の
増
水
時
に
大
切
な
橋
を
守
る
た
め
堤

一
員
さ
れ
た
住
民
ら
が
少
し

防
を
決
壊
さ
せ
た
こ
と
を
、
名
古
屋
市
博
物
館
の
鈴
木
藩
ギ
芸
員
が
明
ら
か
に
　
で

‐も
作
業
を
遅
ら
せ
ょ
ぅ

し
た
。
庄
内
川
沿
い
の
下
小
田
井
村

ｏ
枇
杷
島
村

籍

に
関
す
る
藩
の
文
書
を
調
べ
て
分
か
っ
た
。
十
八
一
曇

の
講
演
で
発
表
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
．

流印Ⅶ胸敵離印刷い』　日一　一罐廟判榛埴「毒「に架・和量げ降““″″原刹凱

一　
　
理
入れていた。各キ
芸

％
称
築
ｆ
験
にや
一鑢
憬
は

・
屋
瞬
側
の
枇
杷
計
村
と
、　
　
嚇
Ｔ

令
条
」

に
、　
一
六
六
六

藩
が
預
け
た
道
具
で
堤
防

（寛
文
六
）
年
の

「小
田

を
補
強
し
、
重
り
の
石
を

井
堤
」
決
壊
で
土
地
が
水

置
く
な
ど
し
て
枇
杷
島
橋

役
し
、
年
貢
を
取
り
は
ぐ

も
守
る
と
あ
る
。
枇
杷
島

れ
た
家
臣
や
寺
社
に
米
を

村
側
の
橋
の
た
も
と
に
は

支
援
し
た
と
い
う
記
述
が

藩
が
水
位
計
を
設
け
、
住

あ
る
。
さ
ら
に
約
百
十
年

民
が
監
視
し
て
い
た
。

後
の
藩

の
民
政
記
録
集

　

寛
文
六
年
の
大
水
は
想

「地

方

古

義
」

に

は
、
　
定
外

の
規
模
だ

っ
た
た

「寛
文
六
年
秋
に
洪
水
が

め
、
枇
杷
島
橋
の
保
護
を

起
き
、
枇
杷
島
橋
が
耐
え

優
先
し
て
堤
防
を
人
工
的

り
れ
な
く
な

っ
た
た
め
下

に
決
壊
さ
せ
、
水
位
を
下

（＝）
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К時 堤防

尾張
筆
に
は
、

「
真
剣
に
仕
事

を
し
な
い
者
」
の
意
味
で

「小
田
井
人
足
」
と
い
う

言
葉
が
し
ば
し
ば
登
場
す

る
。
堤
防
を
切
る
た
め
動

千
両

（約
二
億
円
Ｙ
と
も

い
わ
れ
る
架
け
替
え
費
用

が
関
連
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
た
だ
、
同
年
以
前
や

江
戸
後
期
に
は
流
失
し
た

と
い
う
記
録
も
あ
り
、
江

戸
時
代
を
通
し
て
橋
を
優

先
し
た
わ
け
で
は
な
さ
そ

う
だ
”
　
　
　
　
　
　
　
一

冷
べ
学
表
ミ
ま

「火
方

０
江
戸
後
期
の

『
尾
張
名
陽
図
会
』

（部
分
、
個
人
蔵
）
に
描
か
れ
た
枇

杷
島
橋
。
右
側
が
枇
杷
島
村
で
、
橋
の

た
も
と
に
水
位
計
が
描
か
れ
て
い
る

タ
ク
シ
■
運
転
手

「非
番
の
」写
真
展

栄
で
２‐
日
ま
で

名
古
屋
市
内
で
勤
務
す

る
名
鉄
タ
ク
シ
ト
の
運
転

手

の
写
真
展

「非
番

の

詩
」

（中
日
写
真
協
会
名

タ
ク
支
部
主
催
）
が
、
栄

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送
セ

ン
タ
■
ビ
ル

一
階
で
開
か

れ
て
い
る
――
写
真
。
二
十

一
日
ま
で
。
入
場
無
料
。

一毎
年
開
い
て
お
り
三
十

回
目
“
会
員
十
六
人
が
計

四
十
点
を
出
品
し
た
¨
作

品
は
全
紙
サ
イ
ズ

（
縦
五

十

四
考
、
横

四
十
考
）

で
、
体
を
ひ
ね
ら
せ
な
が

ら
泳
ぐ
イ
ル
カ
や
水
平
線

に
沈
む
夕
日
、
大
き
な
水

し
ぶ
き
を
上
げ
る
滝
な
ど

を
生
き
生
き
と
と
ら
え
て

い
る
。

支
部
長
の
大
橋
道
広
さ

ん
侯
じ
に
あ
ま
市
■
は
、

一
列
に
並
ん
だ
ユ
リ
カ
モ

メ
の
前
を

一
羽
の
鳥
が
横

切
る

「整
列
」
を
出
品
。

「会
員
が

一
年
間
か
け
て

撮

っ
た
写
真
な
の
で
、
じ

っ
く

‐り
と
見
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
¨
　
　
　
一

午
前
九
時
～
午
後
四
時

半

（最
終
日
は
午
後
二
時

半
）
「
来
場
者
に
は
ヽ
出

品
作
品
が
印
刷
さ
れ
た
は

が
き
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す

る
。

卜
遭
覇
「■
．

◇
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
小
中
学
生

で
つ
く
る
音
楽
グ
ル
ー
プ

「ジ

ヤ
ナ
グ
ル
」
講
演
会

・
演
奏
会

・２０
日

（月
）
後
５
，
７
、
千

雫

賽

訳

片

請

室
。
ジ
ャ
ナ
グ
ル
代
表
の
高
橋

朋
子
さ
ん
が
講
演
し
、
そ
の
後

１
時
間
ほ
ど
メ
ン
バ
ー
が
演
奏

を
披
露
す
る
。
来
日
ツ
ア
■
の

一
環
¨
入
場
無
料
。
③
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
学
部
な
ど

の
学
生
有
志

「ジ
ャ
ナ
グ
ル
プ

ロ
ジ
一
ク
ト
」
■
０
８
０

（２

６
■
５
）
９
４
３
７
一　
・

」
壁

＝
訂

委

舞

酢

‐
　
２‐
日

（火
）
～
７
月
３．
日

（
日
）
。
名
古
屋
学
院
大
と
市

療
班
公
開
講
演
会

「山
の
医
学

・
山
の
救
急
」
　

２５
日

（土
）

後
２
～
３
、
瑞
穂
区
瑞
穂
町
、

市
立
大
桜
山
キ
ャ
ン
パ
ス
さ
く

ら
講
堂
。
香
川
大
医
学
部
手
術

部
病
院
教
授
で
登
山
医
学
会
山

岳
診
療
委
員
長
の
臼
杵
尚
志
さ

ん
が
北
ア
ル
プ
ス
の
最
奥
部
三

俣
山
荘
に
併
設
さ
れ
て
い
る
三

俣
診
療
所
で
診
療
経
験
か
ら
外

傷
例
や
応
急
処
置
に
つ
い
て
話

す
。
無
料
。
先̈
着
２
５
０
人
。

０
市
立
大

＝
０
５
２

（
８
５

３
）
８
９
９
１

◇
名
古
屋
外
大
講
演
会

「
世

界
を
駆
け
め
ぐ
る
～
国
際
協
力

の
現
場
か
ら
の
発
信
」
　

７
月

５
日

（火
）
後
３
～
４

・
３０
、

日
進
市
岩
崎
町
、
同
大
７
号
館

地
下
１
階
７
０
１
教
室
。
貧
困

や
紛
争
に
加
え
気
候
変
動
、
高

◇
夏
休
み
親
子
寄
せ
植
え
教

室
　
７
月
１８
日

（祝
）
前
９

・

‐５
ヽ
港
区
の
ガ
ー
デ
ン
ふ
頭
を

バ
ス
で
出
発
―
弥
富
市
の
富
浜

緑
地
で
の
遊
び
、
花
鉢
の
寄
せ

植
え
体
験
な
ど
―
正
午
、
ガ
ー

デ
ン
ふ
頭
帰
着
。
定
員
４０
人
、

往
復
は
が
き

に
参
加
者
氏
名

（
５
人
ま
で
）
、
年
齢
、
代
表

者

の
氏
名
、
電
話
番
号
を
書

き
、
〒
４
５
５

０
０
１
３

港

区
港
陽
１
の
１
の
６９
ヽ
名
古
屋

港
緑
地
保
全
協
会
緑
地
管
理
課

宛
て
に
７
月
４
日

（
月
）
ま
で

に
申
し
込
む
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
小
雨
決
行
。
Ｏ
同

協
会
＝
０
５
２

（
６
５
９
）
０

８
６
１一驀
墨

■

一

◇
カ
ワ
セ
ミ
と
ヤ
マ
セ
ミ
野

５
）
０
４
６
１
　
　
　
一

◇

美

術

文

化

展

　

２９

日

（水
）
，
７
月
３
日

（
日
）
、

東
区
東
桜
１
、
県
美
術
館
ギ

ャ

ラ
リ
ー
＝
０
５
２

（９
７
１
）

５
５
１
１
。
当
日

一
般
７
０
０

円
、
高
大
生
５
０
０
日
、
前
売

り
は
各
１
０
０
円
引
き
、
中
学

生
以
下
無
料
。

◇
東
美
展

　

，２９
日

‐六水
）
，

７
月
３
日

（
日
）
い
瑞
穂
区
瑞

穂
通
１‐
、
市
博
物
館
ギ
ャ
ラ
リ

ー
■
０
５
２

（
８
５
３
）
２
６

５
５◇
日
洋
展
　
２９
日

（水
）
～

７
月
３
日

（
日
）
、
東
区
東
桜

１
、
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

Ю
５
２

（
９

７
１
）
５
５
１

１
。

一
般
８
０
０
円
、
６５
歳
以

上

，
学
生
無
料
。

◇

「
色
を
つ
け
る
世
界
」
展

２９

日

（
水
）
～
７
月
４

日

（
月
）
、
中
区
栄
３
、
栄
３
パ

ー
ク
２
階
、
ギ
ャ
ル
リ
ー
く
さ

笛
――
０
５
２

（２
６
２
）
２
３

３
５会
曼
尋
■

◇

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
楽
じ
む

爽
や
か
な
夏
」
コ
ン
サ
ト
ト
チ

ケ
ツ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
７
月
６

日

（水
）
前
Ｈ

・
３０
、
中
区
の

宗
次
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
同
ホ

ー
ル
と
県
立
芸
術
大
の
共
同
企

画

「演
奏
家
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
第
１
回
エ
マ
■
ジ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
。
カ
ル
テ
ツ
ト

・

ア
ホ
イ
が
パ
ツ
ヘ
ル
ベ
ル

「
カ

ノ
ン
」
、

「
日
本
の
夏
」
メ
ド

レ
ー
な
ど
を
演
奏
す
る
。
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
き
、
〒
４
６
０

０
０
０

８

中
区
栄
４
の
５
の
１４
ヽ
宗

次
ホ
ト
ル

「中
日
新
聞
」
係
宛

て
に
６
月
３０
日

（木
）
ま
で
に

申
し
込
む
。
応
募
多
数
の
場
合


